
シムプラントプランニングアカデミー 札幌シムプラントプランニングアカデミー 札幌

日　程： 2022年10月23日（日）
  10:30～15:30
会　場： ACU札幌 小研修室1212
  〒060-0004
  札幌市中央区北4条西5丁目アスティ45  12階

受講料： 10,000円 (消費税・昼食込)

定　員： 10名
  ※先着順､定員になり次第締め切らせて頂きます。

主　催： デンツプライシロナ株式会社
お申込み・お問い合わせ： 
 デンツプライシロナ株式会社
 〒104-0061 東京都中央区銀座8-21-1 住友不動産汐留浜離宮ビル5階
 TEL：03-6264-2871（平日9:00-17:00 土日祝除く）
 E-Mail:japan-event@dentsplysirona.com

お申込専用QR
アプリなどで読み込み、専用ページから
参加者情報をご入力ください。

QRコードを読み込めない方は
こちらにアクセスしてください。

https://cvent.me/DzDmyq

00000_2209_CA_1030DRMATSUMOTO00000_2209_CA_1030DRMATSUMOTO

内　容
◆ シミュレーションとガイデットサジェリーの基本
　 と実践
　・3Dマッチングの重要性
　・インプラント治療計画の基本
　・インプラント埋入ポジションの基準
　・見落としを防ぐ画像の見方
◆ シムプラントの使用方法
◆ シムプラントにてプランニングの実習（3症例程）
◆ ガイドを使用する上での注意点

＜ドメイン設定（受信拒否設定）をされているお客様へのお願い＞
「@dentsplysirona.com」からのメールを受信できるよう、

ドメイン設定を解除していただくか、
受信リストに加えていただきますよう、お願い申し上げます。

インプラント治療は、『機能的・審美的』な治療法として認知されるようになり、また、CBCTやシミュレーションソフ
トの普及もあり、より『安全』に行うことも可能となりました。最近では、術後の痛みや腫れが少なく、しかも短い期間
で治療が終了するなどの『快適性』も求められるようになりました。これらを満たすためには、以前にも増して正確
な診断と治療計画の立案が必要となることは言うまでもなく、本セミナーでは、CT画像診断から補綴主導型の埋
入ポジションの決定、さらにはガイドの製作における注意点を、お一人ずつPCを用いてシミュレーションの実習を
行っていただきます。すでにシムプラントをご使用の先生はもちろん、これから導入を検討されている先生にも有
意義で実践的なセミナーとなっております。

インプラント治療は、『機能的・審美的』な治療法として認知されるようになり、また、CBCTやシミュレーションソフ
トの普及もあり、より『安全』に行うことも可能となりました。最近では、術後の痛みや腫れが少なく、しかも短い期間
で治療が終了するなどの『快適性』も求められるようになりました。これらを満たすためには、以前にも増して正確
な診断と治療計画の立案が必要となることは言うまでもなく、本セミナーでは、CT画像診断から補綴主導型の埋
入ポジションの決定、さらにはガイドの製作における注意点を、お一人ずつPCを用いてシミュレーションの実習を
行っていただきます。すでにシムプラントをご使用の先生はもちろん、これから導入を検討されている先生にも有
意義で実践的なセミナーとなっております。
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＜新型コロナウイルス感染症対策として＞
■セミナーの開催について
　・新型コロナウイルスの状況により、急遽中止・延期とさせていただく場合がございます。
　　中止となった場合には、お支払いいただいた参加費は返金いたします。
　・参加者の安全、安心を第一に考え、ソーシャルディスタンスを確保し、室内の換気・
　　衛生管理を徹底の上、開催するため定員になり次第締め切らせていただきます。
■参加当日のお願い
　・受講者皆様に検温させていただきます。
　　37.5℃以上の方にはご参加をお断りする場合がありますので、
　　あらかじめご理解のほどお願い申し上げます。 
　・感染予防に繋がるマスクは、参加者全員必ず装着をお願いします。
　・こまめな手洗いやアルコール消毒剤による手指の消毒を
　　お願いいたします。

前北海道SJCD 会長
大阪SJCD 講師
日本顕微鏡歯科学会評議員

Carl Zeiss 公認インストラクター
MTIJ 講師
(Microsurgery Training Institute Japan)

講　師：

松本 和久 先生


